
琴浦 町民と考える
持続可能な地域交通 琴浦町

何をするの？
町の現状と課題を町民と共有し、町民自らが課題について「自分のこと」として考え、
話し合うことで、解決策を考えていきます。このたびは、「交通」をテーマに持続可能な
地域の交通について話し合います。
会議は、中山間地域での公共交通の利用関係者に加え、無作為で抽出した町民に
も参加を依頼することで、これまで行政に関わる機会が少なかった方の意見を引き出し
ながら、様々な角度から議論を深めます。

話し合った意見はどうなるの？
自分ごと化会議で話し合った内容は、提案書として取りまとめ、町に提出します。
町は、提案書の内容を踏まえ、これからの交通のあり方について具体的に検討します。

会議の流れは？
日程 内容 会場
第１回　10/25（日）
13：30～16：30

【参加者研修】自分ごと化会議の目的、進め方の説明
参加者の自己紹介、町の交通の現状説明

まなびタウンとうはく
4階多目的ホール

第２回　11/21（土）
13：30～16：30 町の交通に関する課題、議論すべき項目の整理 分庁舎

2階多目的ホール
第３回　12/13（日）
13：30～16：30 町の考える交通再編計画（案）について意見交換 分庁舎

2階多目的ホール
第４回　2/6（土）
13：30～16：30 地域に必要な交通について意見交換 まなびタウンとうはく

4階多目的ホール

第５回　3/6（土）
13：30～16：30

【提案書作成】これまでの議論の内容を集約
提案書の作成　　　　　　　　　　　　　　町に提出

まなびタウンとうはく
4階多目的ホール

参加者の役割は？

提案書の内容は、令和４年からの交通再編計画に反映させていきます。
地域の将来に必要な交通について一緒に考えてみませんか。

①住民参加者 テーマの現状を把握し、普段の生活から感じることを住民間
で議論します。

②コーディネーター(進行係) 会議の進行役です。議論の整理や事実関係を確認します。

③ナビゲーター(外部有識者) 議論を行う際の論点の提示役です。専門的視点から意見
や提言を行います。

④オブザーバー(交通事業者) 交通の現状や利用者の声など事業者からの意見を述べま
す。

⑤町職員 議論の材料となる情報を提供します。


